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(57)【要約】
　本発明は、インプラント（１０）、補綴コンポーネン
ト（２０）および締結手段（３０）を備える歯科インプ
ラントシステム（１）であって、インプラント（１０）
と補綴コンポーネント（２０）は、互いに第１のテーパ
接続（４０）および第２のテーパ接続（５０）を示すよ
うに構成され、インプラント（１０）は、第１のテーパ
接続（４０）の雄型接続部分を含んでおり、補綴コンポ
ーネント（２０）がインプラント（１）上に設置され、
かつ補綴コンポーネント（２０）が締結手段（３０）に
よってインプラント（１）に締結されていない場合、イ
ンプラント（１０）と補綴コンポーネント（２０）との
間に許容領域（６０）が形成され、前記許容領域は、締
結手段（３０）による締結中に、テーパ接続（４０、５
０）の嵌合接続部分を互いにさらに押し込むことができ
るように構成されている、歯科インプラントシステム（
１）に関する。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨組織内に固定するためのインプラント（１０）と、
　前記インプラント（１０）上に設置するように構成された補綴コンポーネント（２０）
と、
　前記補綴コンポーネント（２０）を前記インプラント（１０）に締結するのに適した締
結手段（３０）とを備える歯科インプラントシステム（１）であって、
　前記インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（２０）が、互いに第１のテーパ
接続（４０）および第２のテーパ接続（５０）を示すように構成されており、
　　前記インプラント（１０）が、前記第１のテーパ接続（４０）の雄型接続部分を備え
、
　　前記補綴コンポーネント（２０）が前記インプラント（１０）上に設置されており、
かつ
　　前記補綴コンポーネント（２０）が前記締結手段（３０）によって前記インプラント
（１０）に締結されていないときに、
　前記インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（２０）との間に許容領域（６０
）が形成され、前記許容領域が、前記締結手段（３０）による締結中に、前記テーパ接続
（４０、５０）の嵌合接続部分を互いにさらに押し込むことができるように構成されてい
る、歯科インプラントシステム（１）。
【請求項２】
　前記第１のテーパ接続（４０）のインプラント側接続部分（４１）および／または
　前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）が、
前記インプラント（１０）の歯冠端部（１４）に配置されている、請求項１に記載の歯科
インプラントシステム（１）。
【請求項３】
　前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）が雌型接続部分とし
て設計されており、
　特に、前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）がインプラン
ト凹部（１６）の一部として設計されている、請求項１または２に記載の歯科インプラン
トシステム（１）。
【請求項４】
　前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）が雄型接続部分とし
て設計されており、
　特に、
　　前記第１のテーパ接続（４０）のインプラント側接続部分（４１）が、前記インプラ
ント（１０）の歯冠端部（１４）に配置されており、
　　前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）が、インプラント
軸（１９）から遠位側にある前記インプラント（１０）の表面に配置されており、
　　　特に、前記第２のテーパ接続（５０）のインプラント側接続部分（５１）が、前記
第１のテーパ接続（４０）のインプラント側接続部分（４１）の根尖側に配置されている
、請求項１または２に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項５】
　インプラント軸に対する前記第１のテーパ接続（４０）および／または前記第２のテー
パ接続（５０）のクランプ面の角度が、８°または８°未満である、請求項１～４のいず
れか一項に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項６】
　インプラント軸（１９）への前記インプラント（１０）のクランプ面（４５）の投影長
が、最大で１ｍｍである、請求項１～５のいずれか一項に記載の歯科インプラントシステ
ム（１）。
【請求項７】
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　前記締結されていない状態での前記許容領域（６０）が、歯冠－根尖方向における前記
インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（２０）との間の距離として設計されて
おり、
　特に、歯冠－根尖方向における前記インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（
２０）との間の前記距離が、前記締結されていない状態で少なくとも１００μｍである、
請求項１～６のいずれか一項に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項８】
　前記締結手段（３０）がねじ山を備え、
　特に、前記締結手段がねじとして設計されている、請求項１～７のいずれか一項に記載
の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項９】
　前記インプラント（１０）および／または前記補綴コンポーネント（２０）が、方向付
け補助具、位置決め補助具および／またはねじれ保護部として設計された構造要素（７０
）を備える、請求項１～８のいずれか一項に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項１０】
　前記構造要素（７０）が、溝（７１）および対応するノッチ（７２）として設計されて
おり、
　特に、前記溝（７１）および前記ノッチ（７２）が少なくとも本質的に箱形に設計され
ており、
　　特に、前記溝（７１）および前記ノッチ（７２）が、歯冠および／または根尖方向に
テーパ状になっている、請求項９に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項１１】
　前記構造要素（７０）が
　接続部分（４１、４２、５１、５２）内に、および／または
　前記接続部分（４１、４２、５１、５２）の根尖側に配置されている、請求項９または
１０に記載の歯科インプラントシステム（１）。
【請求項１２】
　前記補綴コンポーネント（２０）が、アバットメント、クラウンまたは外側スリーブと
して設計されている、請求項１～１１のいずれか一項に記載の歯科インプラントシステム
（１）。
【請求項１３】
　骨組織内に固定するためのインプラント（１０）と、
　前記インプラント（１０）上に設置されるように構成された補綴コンポーネント（２０
）と、
　前記補綴コンポーネント（２０）を前記インプラント（１０）に締結するのに適した締
結手段（３０）とを備える歯科インプラントシステム（１）を締結するための方法であっ
て、
　前記インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（２０）が、互いに第１のテーパ
接続（４０）および第２のテーパ接続（５０）を示すように構成されており、
　　前記インプラント（１０）が、前記第１のテーパ接続（４０）の雄型接続部分を備え
、
　　前記補綴コンポーネント（２０）が前記インプラント（１０）上に設置されており、
かつ
　　前記補綴コンポーネント（２０）が前記締結手段（３０）によって前記インプラント
（１０）に締結されていないときに、
　前記インプラント（１０）と前記補綴コンポーネント（２０）との間に許容領域（６０
）が形成され、前記許容領域が、前記締結手段（３０）による締結中に、前記テーパ接続
（４０、５０）の前記雄型接続部分および雌型接続部分を互いに締め付け力の方向にさら
に押し込むことができるように構成されており、
　ａ）前記補綴コンポーネント（２０）が前記インプラント（１０）上に設置され、
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　ｂ）前記補綴コンポーネント（２０）がその後、前記締結手段（３０）によって前記イ
ンプラント（１０）に締結され、締結中に、前記テーパ接続（４０、５０）の前記雄型接
続部分および前記雌型接続部分が互いにさらに押し込まれる、歯科インプラントシステム
（１）を締結するための方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科医療技術の分野、特に歯科インプラントシステムの分野に関する。
【０００２】
　既知の歯科インプラントシステムは、顎骨に固定され、人工歯根として機能することが
できるインプラント（「アンカー部」とも呼ばれる、または（外側の）ねじ山が備わって
いる場合は「ねじ」と呼ばれる）を備える。このために、インプラントはエノサル領域の
外側表面に、したがって骨の中に沈降すると想定される領域に（外側の）ねじ山を備える
ことができ、これにより、その領域においてインプラントを骨の中に沈降させることが想
定される。
【０００３】
　歯科インプラントシステムは、インプラントに締結するために提供される構造部品（「
アバットメント」とも呼ばれる）をさらに備えることができる。歯茎（歯肉）から突出す
る上部構造（クラウン、ブリッジ、補綴など）をインプラントの一部、または存在する場
合はアバットメントの一部（それぞれの形状で「支柱」または「ヘッド」と呼ばれる）に
設置することができる。インプラント、特にアバットメントに接続するためのインプラン
トは、それがおおまかに骨表面と同レベルに組み込まれるように設計することができる（
いわゆる「骨レベル」インプラント）。
【０００４】
　インプラントは、骨表面の歯冠側に留まるように構成される領域を備えることができる
。そのようなインプラントは、いわゆる「組織レベル」インプラントであり、軟組織と略
同レベルで終わるように構成されている。本明細書では、インプラントの経粘膜領域は、
エノサル領域に対して広げることができる（このような形状は「チューリップ」とも呼ば
れる）。「組織レベル」インプラントのさらなる特有の例は、植え込まれた状態で粘膜領
域を越えて突出し、例えば直接的な方法で、すなわちアバットメントを使用せずに歯冠ま
たは外側スリーブ（例えばバー修復用など）を受けるように構成される、いわゆるモノタ
イプインプラントである。「骨レベル」インプラントおよび古典的な「組織レベル」イン
プラントとは対照的に、モノタイプインプラントは１部品のインプラントであり、インプ
ラントとポストまたはインプラントとヘッドが１つの部品として製造され、すなわち軟組
織境界におけるインプラントは、ポストまたはヘッドの中へスムーズに続いている。
【０００５】
　歯科インプラントは、インプラントの歯冠端部上に設置される対応物を備える。対応物
は、以後「補綴コンポーネント」として示されることになっている。補綴コンポーネント
は、アバットメントとして設計することができる。補綴コンポーネントは、クラウンまた
は（バー修復用などの）外側スリーブとして設計される場合もある。
【０００６】
　補綴コンポーネントは、位置決めねじまたは咬合ねじによってインプラント内にしっか
りと締結することができる。インプラントは、歯冠側に位置する面側に開口部を備えるこ
とができ、前記開口部は、ねじを受け入れるための（内側）ねじ山を備える。補綴コンポ
ーネントは、ねじを受け入れるための構造上の特徴的機構、例えば開口部を備えることが
できる。
【０００７】
　従来の歯科インプラントシステムの問題は、インプラントの機械的安定性、特に直径が
小さいインプラントの機械的安定性が不十分であることである。したがって、インプラン
トの壁に細かいひび割れや破損が発生する可能性があり、そのようなことは、水平方向の
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力（したがって、インプラント軸に本質的に垂直に作用する力）およびこれによって発生
するトルクの影響を受けて生じる可能性がある。微動により、関与するコンポーネント間
の接続がゆるみ、その結果、特に装着時間の経過中にインプラントが損傷する可能性があ
る。例えば、補綴コンポーネントを締結する際、または咀嚼中の機能的負荷を受けて生じ
得る垂直方向の力も同様に、インプラントの機械的安定性を損なう可能性がある。特に、
インプラントに係合する補綴コンポーネントの延長部が円錐の形状を有し、それに応じて
インプラント壁に対して広げる作用を伴うくさび効果を発揮し得る場合、そのような問題
は特に悪化する可能性がある。
【０００８】
　既知の歯科インプラントシステムのさらなる問題は、インプラントと補綴コンポーネン
トとの間の保持力が失われる可能性があることである。何よりも、補綴コンポーネントが
セメント修復物の下にあり、これにより位置決めねじへのアクセスがブロックされている
場合、このような面倒な問題は極めて不利である。
【０００９】
　既知の歯科インプラントシステムの別の問題は、インプラントと補綴コンポーネントと
の間の隙間である。そのような隙間の減少は、生物学的および微生物の観点から望ましい
。
【発明の概要】
【００１０】
　本発明の目的は、改善された歯科インプラントシステムを提供することである。この目
的は、特許請求項に記載の歯科インプラントシステムによって達成される。特に、提供さ
れる歯科インプラントシステムは、前述の問題の１つおよび／または複数に関して最新技
術を改善するのに好適であり得る。
【００１１】
　一実施形態では、歯科インプラントシステムは、互いに１つ、２つまたはそれ以上のテ
ーパ接続を示し、これにより急勾配でクランプ面にクランプ接続するように設計された、
インプラントと補綴コンポーネントとを備える。クランプ面同士の摩擦が理由で、このよ
うなテーパ接続により、インプラントと補綴コンポーネントとの間の安定した接続が可能
になる。テーパ接続の既知の例は、モールステーパ接続である。クランプ面が急勾配であ
ることにより、テーパ接続は、接続方向と異なる方向での動き、特にそれに直交する方向
に関する動きに対しても安定する。
【００１２】
　インプラントは、骨組織の中に固定するように構成することができる。特に、インプラ
ントは、回転されて骨組織の中に入るように設計され、（外部）ねじ山を備えることがで
きる。
【００１３】
　補綴コンポーネントは、インプラント上に設置されるように構成することができる。特
に、補綴コンポーネントは、インプラントに挿入される、および／または係合するように
構成することができる。補綴コンポーネントは、アバットメント、クラウンまたは外側ス
リーブとして設計することができる。
【００１４】
　歯科インプラントシステムは、補綴コンポーネントをインプラントに締結するのに適し
た締結手段を備えることができる。締結手段は、ねじとして、例えば位置決めねじまたは
咬合ねじとして設計することができる。インプラントおよび／または補綴コンポーネント
は、締結手段を受け入れるように構成することができる。特に、インプラントは、ねじと
して設計された締結手段を受け入れるための内ねじを備えることができる。補綴コンポー
ネントは、ねじ本体および／またはねじヘッドを受け入れるための凹部、特に正確に嵌合
する凹部を備えることができる。
【００１５】
　テーパ接続のクランプ面は、本質的に略円錐の側面として、つまり一方向にテーパ状に
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なる略円柱の側面として設計される。略円柱は任意の断面形状を有するため、円柱、楕円
柱または角柱として設計されてよい。特に、クランプ面は、回転対称の円錐台の側面とし
て設計することができる。
【００１６】
　テーパ接続の場合、クランプ面は極めて急勾配であることが好ましく、特にクランプ面
は１０°未満、特に８°未満、特に６°未満、特に４°未満、特に３°未満、特に２°未
満または特に１°未満のテーパを有することができる。クランプ面は、０．１°を超える
、特に０．５°を超える、特に１°を超える、特に２°を超える、特に３°を超える、特
に４°を超える、または特に５°を超えるテーパを有することができる。クランプ面は構
造要素を備えることができ、これが理由で一般的な円錐の側面の形状とは異なる場合があ
る。そのような構造要素は、方向付け補助具、位置決め補助具および／またはねじれ（回
転）保護部として設計することができる。
【００１７】
　インプラント側のクランプ面は、インプラントの歯冠端部に、特にインプラントの歯冠
端面に急勾配の面取りとして設計することができる。
【００１８】
　クランプ面は滑らかな表面を有することができる。
【００１９】
　クランプ面は、非骨統合面を有することができる。
【００２０】
　テーパ接続は、雄型接続部分と、雌型接続部分とを備える。
【００２１】
　雄型接続部分は、接続方向にテーパ状になり、かつクランプ面として設計された外面を
備える接続部分を備える。
【００２２】
　雌型接続部分は、接続方向に幅広になり、クランプ面として設計された内面を備える接
続部分を備える。
【００２３】
　雄型接続部分のクランプ面と雌型接続部分のクランプ面は、正確に一致する方法で互い
に適合される一対のクランプ面として設計することができる。
【００２４】
　雌型接続部分は、雄型接続部分に内向きの力を及ぼすことができ、したがって雄型接続
部分および／またはそれに隣接する部分の機械的安定性を高めることができる。
【００２５】
　テーパ接続では、補綴コンポーネントの接続部分を雄型に設計し、インプラントの接続
部分を雌型に設計することができ、このようなケースでは、インプラントの接続部分が、
補綴コンポーネントの接続部分を受け入れる、または留め具で固定すると述べることがで
きる。代替として、インプラントの接続部分が雄型に設計され、補綴コンポーネントの接
続部分が雌型に設計される場合もあり、このようなケースでは、補綴コンポーネントの接
続部分がインプラントの接続部を受け入れる、または留め具で固定すると述べることがで
きる。
【００２６】
　インプラントは、インプラントの歯冠面側に配置されたインプラントの凹部を備えるこ
とができる。このために、補綴コンポーネントは、インプラント上に設置されるとインプ
ラントの凹部に係合するように構成することができる。インプラントの凹部は、締結手段
を受け入れるように構成することができる。特に、インプラントの凹部は、（内部）ねじ
山を備えることができる。インプラントの凹部は、少なくとも部分的にテーパ接続の雌型
接続部分として設計することができる。
【００２７】
　インプラント軸から、インプラント軸に沿って、特にインプラントの歯冠端部に沿って
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、インプラント軸から見て遠位側に位置するインプラントの一区画の縁部は、テーパ接続
の雄型接続部分のクランプ面として設計することができる。補綴コンポーネントは、イン
プラント軸から見て遠位側に位置するインプラント軸に沿ったインプラントの一区画のこ
のような縁部において「外側から」インプラントの中に留め具で固定することができる。
そのような接続では、力が外側から内側に向かってインプラントに作用するため、機械的
安定性が向上する。例えば、インプラントの一区画の縁部は、本質的に一般的な円錐、特
に歯冠方向にテーパ状になる回転対称の円錐台の側面として設計することができる。
【００２８】
　外部から内部に作用する力は、例えば内部接続によって引き起こされる可能性があるよ
うに、内部から外部に作用する力に対抗するために適切であり得る。
【００２９】
　一実施形態では、インプラントと補綴コンポーネントは、互いに２つのテーパ接続を取
るように構成することができる。
【００３０】
　それは、第１のテーパ接続が、締結中に第２のテーパ接続より前にブロックする場合、
および／または第１のテーパ接続が、締結された状態の第２のテーパ接続とは異なる力を
受ける場合であり得る。これにより、歯科インプラントシステムの個々の部分、特にイン
プラントの個々の部分に対する力の作用を制御可能にすることができ、これを利用して、
例えばインプラントの個々の部分の機械的安定性に対して目標とされるやり方で影響を与
えることができる。
【００３１】
　一実施形態では、インプラントと補綴コンポーネントは、互いに２つのテーパ接続を示
すように構成することができ、
　第１のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントは、特に外側からインプラントを中に
留め具で固定し、
　第２のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントがインプラントを中に留め具で固定す
る。
【００３２】
　そのような実施形態の例は、図１３を介して以下により詳細に説明される。
【００３３】
　インプラントと補綴コンポーネントは、互いに２つのテーパ接続を呈するように構成す
ることができ、
　第１のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントがインプラントを中に留め具で固定し
、
　第２のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントがインプラントを中に留め具で固定し
、
　第２のテーパ接続は、第１のテーパ接続の歯冠側に配置され、
　インプラント軸に直交する方向における、第２のテーパ接続に属するインプラントの（
雄型）接続部分は、第１のテーパ接続に属するインプラントの（雄型）接続部分部よりも
幅が狭い。
【００３４】
　第２のテーパ接続に属するインプラントの（雄型）接続部分は、インプラントの歯冠端
部に配置することができる。第１および／または第２のテーパ接続のためのインプラント
の（雄型）接続部分は、インプラント軸から見て遠位側に位置するインプラントの歯冠端
部の縁にあるクランプ面として設計することができる。補綴コンポーネントは、インプラ
ントを第１および／または第２のテーパ接続で外側から中に留め具で固定するように構成
することができる。第２のテーパ接続の接続部分は、インプラントの歯冠領域として、お
よび／またはインプラントの面側の多角形のヘッド（「外部接続」とも呼ばれる）として
設計することができる。
【００３５】
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　一実施形態では、インプラントと補綴コンポーネントは、互いに２つのテーパ接続を示
すように構成することができ、
　第１のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントは、特に外側からインプラントを中に
留め具で固定し、
　第２のテーパ接続に関して、インプラントが補綴コンポーネントを中に留め具で固定す
る。
【００３６】
　特に、第２のテーパ接続のインプラント側のクランプ面は、インプラントの凹部内に配
置することができる。そのような実施形態の例は、例えば図３～図１３、図１４および図
１９によって以下により詳細に説明される。
【００３７】
　インプラントと補綴コンポーネントは、互いに２つのテーパ接続を示すように構成する
ことができ、
　第１のテーパ接続に関して、補綴コンポーネントがインプラントを中に留め具で固定し
、
　第２のテーパ接続に関して、インプラントが補綴コンポーネントを中に留め具で固定し
、
　第１のテーパ接続に属するインプラントの（雄型）接続部分は、第２のテーパ接続に属
する補綴コンポーネントの（雄型）接続部分部よりも幅が広い。
【００３８】
　第１および第２のテーパ接続は、本質的に、または少なくとも部分的にインプラントの
同じ軸方向の高さに配置することができる。第１および第２のテーパ接続は両方とも、イ
ンプラントの歯冠端部に配置することができる。補綴コンポーネントは、第１のテーパ接
続でインプラントを外側から中に留め具で固定するように構成することができる。第１の
テーパ接続のためのインプラントの（雄型）接続部分は、インプラント軸から見て遠位側
に位置するインプラントの歯冠端部の縁にあるクランプ面として設計することができる。
第２のテーパ接続のためのインプラントの（雌型）接続部分は、インプラント軸から見て
近位側に位置するインプラントの歯冠端部の縁にあるクランプ面として設計することがで
きる。第２のテーパ接続のためのインプラントの（雌型）接続部分は、インプラントの凹
部の上および／またはその中に配置することができる。第１および第２のテーパ接続は、
反対方向に留め具で固定することができ、したがってインプラント軸に垂直な平面に投影
される第１および第２のテーパ接続の力作用は、本質的に互いに対して反対になるように
構成されており、これにより、互いに対して反対に留め具で固定されるインプラントの領
域の機械的安定性を高めることができる。
【００３９】
　補綴コンポーネントの接続部分のクランプ面は、インプラントの対応する接続部分のク
ランプ面と接続方向に本質的に等しい長さにすることができる。
【００４０】
　補綴コンポーネントの接続部分のクランプ面は、インプラントの対応する接続部分のク
ランプ面よりも接続方向に本質的に短く設計される場合もある。
【００４１】
　補綴コンポーネントの接続部分のクランプ面は、インプラントの対応する接続部分のク
ランプ面よりも接続方向に本質的に長く設計される場合もある。
【００４２】
　インプラントと補綴コンポーネントとの間のテーパ接続の雌型接続部分は、対応する雄
型接続部分を本質的に完全に受け入れるように設計することができる。
【００４３】
　インプラントと補綴コンポーネントとの間のテーパ接続の雌型接続部分は、対応する雄
型接続部分を一部のみ受け入れるように設計される場合もある。
【００４４】
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　アバットメントとして設計された補綴コンポーネントは、ジャケット、したがってキャ
ップのように冠状インプラント領域を覆うように設置することができる領域を備えること
ができる。ジャケットは、上張り素材を支援するために設計することができる。アバット
メントとして設計される補綴コンポーネントは、接着された、またはセメント接着された
クラウンを受け入れるように設計することができる。
【００４５】
　一実施形態では、補綴コンポーネントは、テーパ接続でその歯冠端部において外側から
インプラントを中に留め具で固定するように構成することができる。本明細書では、補綴
コンポーネントの（雌型）接続部分は、インプラントの（雄型）接続部分を本質的に完全
に受け入れるように構成することができる。特に、補綴コンポーネントの（雌型）接続部
分のクランプ面は、インプラントの（雄型）接続部分のクランプ面と接続方向に本質的に
等しく設計することができる。この場合、アバットメントとして設計された補綴コンポー
ネントは、テーパ接続に対して根尖側に続くインプラント領域全体にキャップのように押
し込むことができるジャケットを形成するために、クランプ面に対してさらに横方向に続
いて延びることができる。
【００４６】
　テーパ接続の雌型接続部分および雄型接続部分は、雌型接続部分が対応する雄型接続部
分を完全には受け入れないように構成される場合もある。特に、雌型接続部分のクランプ
面は、雄型接続部分のクランプ面よりも接続方向に短くすることができる。例えば、接続
方向における雌型接続部分のクランプ面の長さは、接続方向における雄型接続部分のクラ
ンプ面の長さの最大７５％、特に最大５０％であり得る。
【００４７】
　一実施形態では、インプラントは、２つのテーパ接続部分を備えることができ、
　インプラントの２つの接続部分は、インプラントの歯冠端部に形成され、
　インプラントの第１の接続部分は、外側に位置する雄型接続部分として設計され、
　インプラントの第２の接続部分は、内側に位置する雌型接続部分として、特にインプラ
ントの凹部の一部として設計される。
【００４８】
　この文脈において、「外側」という用語は、インプラント軸から見て遠位側に位置する
インプラントの歯冠端部の縁を示し、この文脈における「内側」という用語は、インプラ
ント軸から見て近位側に位置するインプラントの歯冠端部の縁を示すべきである。
【００４９】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面は、インプラント軸、
締め付け力の方向および／またはテーパ接続の方向を包含することができる。
【００５０】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面は２つの隆起部を備え
ることができ、インプラント軸の遠位側に位置する隆起部の側面は、インプラントの外側
の雄型接続部分によって実現され、インプラント軸の近位側に位置する隆起の側面は、イ
ンプラントの内側の雌型接続部分によって実現される。
【００５１】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面の断面では、外側に位置する雄型
接続部分の縁は、インプラントの内側に位置する雌型接続部分の縁より長い、これより短
い、および／または本質的に同じ長さにすることができる。
【００５２】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面では、インプラントの
外側に位置する雄型接続部分の縁は少なくとも０．５ｍｍの長さであり得る。
【００５３】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面では、インプラントの
外側に位置する雄型接続部分の縁は最大で３ｍｍの長さにすることができる。
【００５４】
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　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面では、インプラントの
内側に位置する雌型接続部分の縁は少なくとも０．５ｍｍの長さにすることができる。
【００５５】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面では、インプラントの
内側に位置する雌型接続部分の縁は最大で３ｍｍの長さにすることができる。
【００５６】
　インプラントの断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面では、インプラントの
外側に位置する雄型接続部分の縁は、少なくとも部分的に骨内にあるように、よって植え
込まれた状態で骨境界の根尖側にあるように設計することができる。特に、インプラント
は「骨レベル」インプラントとして設計することができる。
【００５７】
　インプラントの外側に位置する雄型接続部分および／またはインプラントの内側に位置
する雌型接続部分は、インプラントの面側にある急勾配の面取りとして設計することがで
きる。
【００５８】
　インプラントの歯冠端面上の外側面取りとして設計されたインプラントの接続部分の対
応物は、補綴コンポーネントのバレルリング形状の接続部分として設計することができる
。補綴コンポーネントのそのようなバレルリング状の接続部分は、以後安定化リングとも
呼ばれる。特に、安定化リングは幅の狭いリング表面しか持たない場合がある。例えば、
安定化リングは、１．５ｍｍ未満、特に１ｍｍ未満、特に０．５ｍｍ未満の幅であり得る
。安定化リングは、補綴コンポーネントの内側に位置する雄型接続部分によってインプラ
ントの各部に加えられる力に対抗するように構成することができる。
【００５９】
　「組織レベル」インプラントの経粘膜領域は、エノサル領域と比較して幅が広げられ、
いわゆる「チューリップ」を形成することができる。インプラントの外側に位置する雄型
接続部分および／またはインプラントの内側に位置する雌型接続部分は、チューリップの
歯冠面側の急勾配の面取りとして設計することができる。
【００６０】
　「組織レベル」インプラント、したがって、骨表面の歯冠側に残るように構成される領
域を含むインプラントは、インプラント軸の遠位側に位置し、かつ歯冠端部に配置される
雄型接続部分を備えることができる。インプラントの接続部分は、エノサル部分に対して
距離を置くことができる。この距離は１ｍｍ以上、特に２ｍｍ以上、特に３ｍｍ以上であ
り得る。接続部分は、例えば平坦な支持肩部によってエノサル部から距離を置くことがで
きる。平坦な支持肩は、本質的に円柱として設計することができる。
【００６１】
　一実施形態では、雄型に設計されたインプラントの外側に位置する接続部分は、インプ
ラントの歯冠面側に配置することができる。この接続部は、この面側の面取りとして設計
することができる。例えば、せいぜい面取りの長さは１ｍｍ、特に０．５ｍｍであり得る
。「組織レベル」のインプラントに関して、この面取りはエノサル部分に対して距離を置
くことができる。インプラントのエノサル部分までの距離は、１ｍｍより大きく、特に２
ｍｍより大きく、特に３ｍｍより大きくすることができる。
【００６２】
　「モノタイプ」インプラントに関して、雄型に設計された外側接続部分のクランプ面は
、軟組織境界の歯冠側に部分的に、および根尖側に部分的に延びるように構成することが
できる。
【００６３】
　インプラントおよび補綴コンポーネントは、挿入されているが締結されていない状態で
、インプラントと補綴コンポーネントとの間に許容領域が形成されるように設計すること
ができる。特に、インプラントおよび補綴コンポーネントは、挿入されているが締結され
ていない状態のインプラントと補綴コンポーネントとの間に、２つ、特に３つ、特に４つ
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、特に４つ以上の許容領域が形成されるように構成することができる。
【００６４】
　許容領域は、テーパ接続の嵌合接続部分を締結中に互いの中にさらに挿入できるように
設計することができる。これにより、雄型接続部分は、締結中に雌型接続部分の中に沈降
することができる。例えば、許容領域は、それぞれの関連する接続の方向にわずかな遊び
を許容するように設計することができ、これによって、締結力の影響下での対応する接続
部分をさらに互いに中に機械的に挿入することが可能になる。バレルリング効果が生じる
ために、インプラントと補綴コンポーネントと間の接続を強化したり、インプラントの機
械的安定性を向上したりすることができる。
【００６５】
　インプラントと補綴コンポーネントと間の隙間、特にテーパ接続のクランプ面間の隙間
は、テーパ接続と許容領域の組み合わせにより、サイズを小さくすることができ、特に最
小化することができる。これにより、機械的、生物学的および／または微生物の観点から
の利点を伴う、正確な周縁シール、すなわちインプラントと補綴コンポーネントとの間の
正確な嵌合を達成することができる。
【００６６】
　関与する部分は、締結中に互いの中にさらに沈降することができ、テーパ接続と許容領
域の組み合わせにより、それぞれの部分のクランプ面間に追加の摩擦嵌合が生じ得る。こ
れにより、脱離に必要な力が、締結のために必要とされる、または集められる力よりも大
きくなり得ることに成功する。
【００６７】
　許容領域は、締め付け力の方向の距離として設計することができる。
【００６８】
　許容領域は、テーパ接続の方向の距離として、したがって本質的に急勾配の方向の距離
として設計することができる。
【００６９】
　許容領域は、根尖－歯冠間の方向の距離として設計することができる。
【００７０】
　許容領域は、例えばテーパ接続の歯冠端部または根尖側端部に配置することができる。
【００７１】
　インプラントの平面と補綴コンポーネントの平面との間に許容領域を配置することがで
きる。
【００７２】
　断面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面の許容領域は、基本的に台形として設
計することができる。特に、それは、
　台形の平行な側面の第１の面がインプラントの平面によって実現されること、および／
または
　第２の平行な側面が、補綴コンポーネントの平面によって実現される場合であり得る。
【００７３】
　断面では、台形の平行でない側面の一方または両方を、断面においてクランプ面を表す
斜めの側面の延長として設計することができる。
【００７４】
　インプラントと補綴コンポーネントとの間の距離は、例えば、締結力の方向および／ま
たはテーパ接続の方向および／または根尖－歯冠方向に形成することができる。
【００７５】
　挿入された状態では、許容領域内のインプラントと補綴コンポーネントとの間の距離は
、少なくとも５０μｍであり得る。特に、挿入状態では、許容領域の距離は少なくとも１
００μｍ、特に少なくとも１５０μｍ、特に少なくとも２００μｍであり得る。
【００７６】
　インプラントおよび補綴コンポーネントは、許容領域において、締結された状態では締
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結されない状態と比較して少なくとも２５％縮小された距離を有するように構成すること
ができる。特に、締結された状態の許容領域は、少なくとも５０％、特に少なくとも７５
％縮小された距離を有し得る。
【００７７】
　インプラントおよび補綴コンポーネントは、許容領域において、締結された状態で最大
５０μｍの距離を有するように構成することができる。特に、許容領域の距離は、締結さ
れた状態で最大１００μｍになり得る。
【００７８】
　インプラントおよび補綴コンポーネントは、締結された状態で、許容領域において少な
くとも２０μｍの距離を有するように構成することができる。特に、許容領域における距
離は、締結された状態で少なくとも３０μｍになり得る。
【００７９】
　各テーパ接続は、少なくとも１つの関連する許容領域を含むことができる。テーパ接続
は、少なくとも２つの関連する許容領域を含むことができる。各テーパ接続は、少なくと
も２つの関連する許容領域を含むことができる。
【００８０】
　許容領域は、少なくとも２つの関連するテーパ接続を含むことができる。各許容領域は
、少なくとも２つの対応するテーパ接続を含むことができる。
【００８１】
　許容領域は、関連するテーパ接続に直接または間接的に隣接することができる。許容領
域は、関連するテーパ接続の歯冠側に配置することができる。許容領域は、関連するテー
パ接続の根尖側に配置することができる。許容領域は、関連するテーパ接続の側方に配置
することができる。
【００８２】
　延長部分は、接続方向またはこれと反対の方向でテーパ接続の接続部分に続くことがで
きる。延長部は、例えば、テーパ状にならない略円柱として設計することができる。接続
に属する許容領域は、延長部分の一端に配置することができる。そのような場合、許容領
域は、離れて位置するテーパ接続部分が互いの中にさらに押し込まれることを可能にし、
この場合延長部分は共押しされる。延長部分は、インプラントまたは補綴コンポーネント
の接続部分の歯冠側および／または根尖側に配置することができる。
【００８３】
　一実施形態では、歯科システムは、挿入された状態のインプラントと補綴コンポーネン
トとの間に小さな横方向の隙間が形成されるように構成することができる。これらの横方
向の隙間は、大きな摩擦抵抗なしに補綴コンポーネントをインプラントに押し込めるよう
に構成することができる。横方向の隙間は、最大で、例えば５０μｍの幅を有することが
できる。特に、横方向の隙間は、最大で４０μｍ、特に最大で３０μｍの幅を有すること
ができる。横方向の隙間は、補綴コンポーネントが挿入された状態でインプラント内でぐ
らつく感覚をユーザーが感じないような寸法にすることができる。特に、横方向の隙間は
、インプラント内の補綴コンポーネントの位置を変えることなく、締結手段を挿入できる
ような寸法にすることができる。
【００８４】
　一実施形態では、締結手段はねじとして設計することができる。この場合、インプラン
トおよび／または補綴コンポーネントは、ねじを受け入れるためのねじ山を備えることが
できる。さらに、補綴コンポーネントは、ねじを導入するためのスライド穴を備えること
ができる。
【００８５】
　一実施形態では、ねじとして設計された締結手段と、補綴コンポーネントは、互いにテ
ーパ接続を示すように設計することができる。例えば、ねじは雄型接続部分を含み、補綴
コンポーネントはそのような接続の雌型接続部分を備えることができる。特に、ねじのヘ
ッドの先端は、クランプ面との接続部として設計することができ、例えば、ねじのヘッド
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の先端は、円錐台として、特に根尖方向にテーパ状になる円錐台として設計することがで
きる。
【００８６】
　歯科インプラントシステムは、方向付け補助具、位置決め補助具および／またはねじれ
（回転）保護部を備えることができる。方向付け補助具、位置決め補助具および／または
ねじれ（回転）保護部は、インプラントおよび／または補綴コンポーネントの構造要素と
して設計することができる。このような構造要素は、テーパ接続のない歯科インプラント
システムにも使用することができる。
【００８７】
　インプラントおよび補綴コンポーネントの構造要素は、例えば対にして互いに適合させ
ることができるため、補綴コンポーネントがインプラント上に設置されたとき、および／
または締結されたとき嵌合構造要素が互いに係合する。インプラントおよび補綴コンポー
ネントの構造要素は、正確な方法で、特にポジティブフィットで互いに適合するように設
計することができる。
【００８８】
　構造要素は、インプラントへの挿入中に補綴コンポーネントの方向付けを簡素化するよ
うに設計することができる。
【００８９】
　構造要素は、１つの位置のみで、または少ない位置の数で、例えば２つ、３つ、４つま
たは６つの位置でインプラントに補綴コンポーネントを挿入できるように設計することが
できる。
【００９０】
　構造要素は、インプラントに対する補綴コンポーネントの回転、特に締結中に伝達され
る回転を妨げる、特に防ぐように設計することができる。
【００９１】
　構造要素は、溝および／またはノッチ、特にインプラント軸から軸方向に延びる溝およ
び／またはノッチとして設計することができる。例えば、インプラントは溝を備えること
ができ、補綴コンポーネントはそれに適合するノッチを備えることができる。例えば、イ
ンプラントは、ノッチを備えることができ、補綴コンポーネントは、それに適合する溝を
備えることができる。例えば、インプラントならびに補綴コンポーネントは、ノッチと、
このノッチに適合される溝とを備えることができる。歯科インプラントシステムは、例え
ば、正確に、または少なくとも１つ、２つ、４つ、６つまたは８つのノッチおよび／また
は溝を備えることができる。
【００９２】
　インプラントの構造要素は、インプラントの凹部に配置することができる。インプラン
トの構造要素は、対称的に配置する、特にインプラント軸に対して回転対称に配置するこ
とができる。
【００９３】
　構造要素は、テーパ接続のクランプ面上および／またはクランプ面内に配置することが
できる。構造要素は、クランプ面内に配置することができ、特に、それぞれのクランプ面
が一般的な円錐の側面の形状と異なるが、それにもかかわらずテーパ接続の接続部分とし
て適するように設計することができる。クランプ面の構造要素の配置は、より短いインプ
ラントの設計を支援することができる。
【００９４】
　構造要素は、クランプ面の根尖側および／または歯冠側に配置することができる。例え
ば、構造要素は、根尖側または歯冠側でクランプ面に続く延長部分内に配置することがで
きる。インプラントが、クランプ面の根尖側（または歯冠側）に配置された構造要素を備
える場合、補綴コンポーネントは、クランプ面の根尖側（または歯冠側）に配置された対
応する構造要素を備えることができる。
【００９５】
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　構造要素は、テーパ接続の接続部分の互いへの挿入、特に互いの中へのさらなる挿入を
妨げないように構成することができる。
【００９６】
　構造要素は、接続方向に形成することができ、特に接続方向に延びることができる。特
に、平面、特にインプラント軸を含む平面を通る断面の構造要素は、インプラント軸の方
向、締付力の方向および／またはテーパ接続の方向に縁部を備えることができる。
【００９７】
　構造要素は、本質的に箱型の幾何学形状を有することができる。テーパ接続のクランプ
面の構造要素は、局所的に、例えば一般的な円錐形を有する直方体の一区画として設計す
ることができる。特に、直方体の側面は、インプラント軸の方向、締結力の方向および／
またはテーパ接続の方向に向けることができる。
【００９８】
　本質的に箱型の構造要素は、１つ、２つまたはそれ以上の方向、特に根尖または歯冠方
向、接続方向またはそれと反対の方向にテーパ状になり得る。構造要素のそのようなテー
パは、歯科インプラントシステムのテーパ接続の接続部分として構成することができる。
【００９９】
　構造要素は、本質的に箱型部分を備えることができる。構造要素は、テーパ状になった
、本質的に箱型の部分を備えることができる。
【０１００】
　一実施形態では、歯科インプラントシステムは、
　骨組織内に固定するためのインプラントと、
　インプラント上に設置するように構成された補綴コンポーネントと、
　補綴コンポーネントをインプラントに締結するのに適した締結手段とを備えることがで
きる。
【０１０１】
　インプラントと補綴コンポーネントは、互いと第１のテーパ接続および第２のテーパ接
続を示すように構成することができ、インプラントは、第１のテーパ接続の雄型接続部分
を備える。歯科インプラントシステムは、
　補綴コンポーネントがインプラント上に設置され、かつ
　補綴コンポーネントが締結要素によってインプラントに締結されていないとき、
　インプラントと補綴コンポーネントとの間に許容領域が形成され、前記許容領域は、締
結手段による締結中にテーパ接続の適合接続部分が互いの中にさらに押し込まれるように
構成することができる。
【０１０２】
　一実施形態では
　第１のテーパ接続のインプラント側接続部分および／または
　第２のテーパ接続のインプラント側の接続部分
　をインプラントの歯冠端部に配置することができる。
【０１０３】
　一実施形態では、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分は、雌型接続部分として
設計することができる。特に、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分は、インプラ
ントの凹部の一部として設計することができる。
【０１０４】
　一実施形態では、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分は、雄型接続部分として
設計することができる。特に、第１のテーパ接続のインプラント側接続部分は、インプラ
ントの歯冠端部に配置することができ、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分は、
インプラント軸の遠位側にあるインプラントの表面に配置することができる。特に、第２
のテーパ接続のインプラント側接続部分は、第１のテーパ接続のインプラント側接続部分
の根尖側に配置することができる。
【０１０５】
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　一実施形態では、インプラント軸に対する第１のテーパ接続および／または第２のテー
パ接続のクランプ面の角度は、８°または８°未満とすることができる。
【０１０６】
　一実施形態では、インプラント軸へのインプラントのクランプ面の投影長は最大で１ｍ
ｍである。
【０１０７】
　一実施形態では、非締結状態の許容領域は、歯冠－根尖方向におけるインプラントと補
綴コンポーネントとの間の距離として設計することができる。特に、締結されていない状
態での歯冠－根尖方向のインプラントと補綴コンポーネントとの間の距離は、少なくとも
１００μｍになり得る。
【０１０８】
　一実施形態では、締結手段はねじ山を備えることができる。特に、締結手段はねじとし
て設計することができる。
【０１０９】
　一実施形態では、インプラントおよび／または補綴コンポーネントは、方向付け補助具
、位置決め補助具および／またはねじれ（回転）保護部として設計された構造要素を備え
ることができる。
【０１１０】
　一実施形態では、構造要素は、溝および対応するノッチとして設計することができる。
特に、溝およびノッチは、少なくとも本質的に箱型に設計することができる。溝およびノ
ッチは、歯冠および／または根尖方向にテーパ状になることができる。
【０１１１】
　一実施形態では、１つまたは複数の構造要素を接続部分に配置することができる。
【０１１２】
　一実施形態では、１つまたは複数の構造要素を接続部分の根尖側に配置することができ
る。
【０１１３】
　一実施形態では、補綴コンポーネントは、アバットメント、クラウンまたは外側スリー
ブとして設計することができる。
【０１１４】
　前述の歯科インプラントシステムの歯科インプラントシステムを締結するための方法は
、以下の方法ステップ、
　ａ）補綴コンポーネントがインプラント上に設置されるステップと、
　ｂ）補綴コンポーネントがその後、締結手段によってインプラントに締結され、テーパ
接続の嵌合接続部分が締結中に互いの中にさらに押し込まれるステップとを含むことがで
きる。
【０１１５】
　本発明の主題は、添付の図面に表される好ましい実施形態の例により、以下により詳細
に説明される。以下に概略的に示されている（必ずしも縮尺どおりではない）。
【図面の簡単な説明】
【０１１６】
【図１】２つのテーパ接続部分を有するインプラントの断面の詳細を示す図である。
【図２】長い内側のテーパ接続部分を有するインプラントの断面の詳細を示す図である。
【図３】２つのテーパ接続および許容領域を有する、インプラントおよびその上に設置さ
れた補綴コンポーネントの断面の詳細を示す図である。
【図４】図３と同様の詳細な図であり、補綴コンポーネントが締結手段によってインプラ
ントに締結され、許容領域のサイズが縮小されている図である。
【図５】インプラントおよび補綴コンポーネントの断面の拡大された詳細な図であり、そ
れらの間に許容領域が据えられた図である。
【図６】インプラントおよび補綴コンポーネントの断面の拡大された詳細図であり、許容
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領域がそれらの間に配置され、外側の補綴コンポーネントが長い接続部分を含む図である
。
【図７】セメント接着されたクラウンを有する歯科インプラントシステムの断面の詳細図
である。
【図８】アバットメントとして設計された上張りされた補綴コンポーネントを有する歯科
インプラントシステムの断面の詳細図であり、アバットメントがジャケットを備える。
【図９】「骨レベル」インプラントを有する、植え込み後のインプラント歯科インプラン
トシステムの断面図である。
【図１０】「モノタイプ」構成の植え込み後の歯科インプラントシステムの断面図である
。
【図１１】円筒状のネックを有する「組織レベル」インプラントを備えた植え込み後の歯
科インプラントシステムの断面図である。
【図１２】チューリップ形状のネックを備有する「組織レベル」インプラントを備えた、
別の植え込み後の歯科インプラントシステムの断面図である。
【図１３】外部接続を有する植え込み後の歯科インプラントシステムの断面図である。
【図１４】「骨レベル」インプラントを有する、別の植え込み後の歯科インプラントシス
テムの断面図である。
【図１５】歯冠方向からの、構造要素を有するインプラントの平面図である。
【図１６】歯冠方向からの、テーパ状になる構造要素を有するインプラントの平面図であ
る。
【図１７ａ】さまざまな箱型構造要素の図である。
【図１７ｂ】さまざまな箱型構造要素の図である。
【図１７ｃ】さまざまな箱型構造要素の図である。
【図１７ｄ】さまざまな箱型構造要素の図である。
【図１７ｅ】さまざまな箱型構造要素の図である。
【図１８】クランプ面内に構造要素を有するインプラントの凹部に対する斜視図の詳細図
である。
【図１９】ノッチ付きインプラントおよび溝付き補綴コンポーネントの断面の詳細図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【０１１７】
　図１は、歯科インプラントシステム１の口腔インプラント１０の断面を示している。イ
ンプラント１０は、補綴コンポーネント（図示せず）をインプラント１０上に設置するこ
とができ、かつ締結手段（図示せず）によってインプラント１０に締結することができる
ように構成されている。
【０１１８】
　図１に示されるインプラント１０は、歯冠端部１４にインプラントの凹部１６を備える
。インプラントの凹部１６は、締結手段３０を受け入れるための締結手段凹部３１を備え
る。締結手段凹部３１は、ねじとして設計された締結手段３０を受け入れるために、例え
ばねじ山として設計することができる。
【０１１９】
　示されるインプラント１０は、補綴コンポーネント２０と共に、第１のテーパ接続およ
び第２のテーパ接続を示すように構成されている。テーパ接続は、急勾配のテーパを有す
るクランプ面４５におけるクランプ接続である。テーパ接続の既知の例は、いわゆるモー
ルステーパ接続である。クランプ面４５は、例えば、本質的に略円錐の側面として、した
がって、例えば一方向にテーパ状になる略円柱として設計することができる。例えば、ク
ランプ面４５は、本質的に回転対称の円錐台として設計することができる。クランプ面４
５の対称的な形状は、例えば、ノッチ（図示せず）および溝（図示せず）などの構造要素
（図示せず）によって中断させることができ、前記要素は、方向付け補助具、位置決め補
助具および／またはねじれ（回転）保護部として機能することができ、以下により詳細に
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説明されている。
【０１２０】
　示される例では、インプラント１０は、第１のテーパ接続のための接続部分４１と、第
２のテーパ接続のための接続部分５１とを備え、したがって合計で２つの急勾配なクラン
プ面４５を備える。示される例では、２つのクランプ面４５は、インプラント１０の歯冠
端部１４に配置されている。インプラント軸１９に対するクランプ面４５の角度は、例え
ば８°以下であり得る。
【０１２１】
　示される例では、第１のテーパ接続のインプラント側接続部分４１のクランプ面４５は
、インプラント１０の外側に、したがってインプラント軸１９から見て遠位側に位置する
、インプラント１０の縁部に配置される。示される断面図では、このクランプ面４５は、
図１の左上および右上端でのインプラント１０の歯冠端部１４の面取りとして表されてい
る。クランプ面４５は、例えばインプラント軸１９の周りの円錐台の表面として設計する
ことができ、さらに、クランプ面は、構造要素（示される断面では認識できない）を備え
ることも可能である。
【０１２２】
　示される例では、第１のテーパ接続のインプラント側（インプラントに属する）接続部
分４１のクランプ面４５は雄型接続部分として設計されている。雄型接続部分は、雌型接
続部分に受け入れられるように構成されている。雄型接続部分は接続方向にテーパ状にな
っているのに対して、雌型接続部分は接続方向に広がっている。雌型接続部分は、雄型接
続部分に内向きの力を加えることができ、したがって雄型接続部分および／またはそれに
隣接する部分の機械的安定性を高めることができる。
【０１２３】
　示される例では、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分５１のクランプ面４５は
インプラント１０の内側に配置されている。より正確に表現すると、このクランプ面４５
は、インプラントの凹部１６の中に配置され、その歯冠端部を形成する。示される断面図
では、このクランプ面４５は、インプラントの凹部１６の歯冠端部の面取りとして表され
ている。このクランプ面４５もまた、例えば円錐台の表面として設計することができ、こ
の円錐台から、任意選択でノッチ（図示の断面では認識できない）を凹ませることができ
、および／またはその上に溝（図示の断面では認識できない）を設置することができる。
【０１２４】
　示される例では、第２のテーパ接続５０のインプラント側接続部分５１のクランプ面４
５は雌型接続部分として設計されており、よって接続方向に広がっている。
【０１２５】
　図２は、図１と同様の断面を示す。しかしながら、この例では、第２のテーパ接続５０
のインプラント側接続部分５１のクランプ面４５は、図１と比較して長く伸ばされている
。特に、インプラント軸１９へのクランプ面４５の断面の投影部が長く伸ばされている。
これにより、クランプ面の表面を拡大することができ、したがってテーパ接続を強化する
ことができ、それによって方向付け補助具、位置決め補助具および／またはねじれ（回転
）保護部の構造要素（図示せず）によって減少するクランプ面の表面の埋め合わせをする
ことができる。
【０１２６】
　図３は、図１または図２の断面と同様のインプラント１０の断面と、この上に設置され
る補綴コンポーネント２０の断面を示している。示される例では、補綴コンポーネント２
０はアバットメントとして設計されている。あるいは、補綴コンポーネントは、例えば図
１０に示すように、例えばモノタイプのインプラントの場合のように、例えばクラウンま
たは外側スリーブとして（例えば、バー修復用に）設計することもできる。垂直スロット
として設計された非常に小さな横方向の隙間２１が、インプラント１０とアバットメント
２０のと間のインプラントの凹部１６に配置される。これらは、大きな摩擦抵抗なしにア
バットメント２０をインプラント１０に押し込むことができ、アバットメント２０がこの
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ことにも関わらず安定しており、本質的に遊びがない状態でアバットメント２０をインプ
ラント１０に挿入することができるように寸法設定することができる。
【０１２７】
　アバットメント２０は、第１のテーパ接続のための接続部分４２と、第２のテーパ接続
のための接続部分５２とを備える。アバットメントの接続部分４２、５２は、インプラン
ト１０の対応する接続部分４１、５１に対応する方法で設計することができ、例えば少な
くとも部分的にその逆のものとして成形することができる。
【０１２８】
　示される例では、外側に据えられる第１のテーパ接続４０のアバットメント側（アバッ
トメントに属する）接続部分４２は雌型接続部分として設計され、雄型として設計される
インプラント側接続部分４１を受け入れるように構成されている。これとは対照的に、内
側に据えられる第２のテーパ接続５０のアバットメント側接続部分５２は、雄型接続部分
として設計され、雌型に設計されたインプラント側接続部分５１によって受け入れられる
。
【０１２９】
　示される設置された状態では、インプラント１０とアバットメント２０との間に２つの
許容距離６０が形成される。
【０１３０】
　示される許容距離６０の一方は、インプラント１０の歯冠端部１４に配置される。図３
の断面図では、この許容距離６０は、アバットメント２０の側面部分とインプラント１０
の歯冠端部１４との間の２次元の隙間として表されているが、アバットメント２０とイン
プラント１０との間の単一の３次元の隙間で構成されている。
【０１３１】
　別の表される許容距離６０は、アバットメント２０の根尖側端部に配置されている。
【０１３２】
　図４は、インプラント１０と、図３のものと同様にアバットメントとして設計された補
綴コンポーネント２０と、アバットメント２０をインプラント１０に締結する締結手段３
０とを備える歯科インプラントシステム１を示す。示される例では、締結手段３０は、ね
じ山として設計されたインプラント１０の締結手段凹部３１に係合するねじとして設計さ
れている。
【０１３３】
　図３の例と同様に、第１および第２のテーパ接続４０、５０の歯冠端部ならびにインプ
ラント１０とアバットメント２０との間の第２のテーパ接続５０の根尖側端部に配置され
た許容領域６０は、テーパ接続４０、５０の適合接続部分が、締結手段３０による締結中
に互いの中にさらに挿入されることを可能にし、これを利用して許容領域６０が、図４に
表されるように縮小される。インプラント１０とアバットメント２０との間の接続を強化
することができる、および／または発生するバレルリング効果により、インプラントの機
械的安定性を高めることができる。
【０１３４】
　テーパ接続４０、５０と許容領域６０の組み合わせを介して、インプラント１０と補綴
コンポーネント２０との間の隙間、特にテーパ接続４０、５０のクランプ面４５の間の隙
間のサイズを小さくすることができ、特に最小限にすることができる。これにより、イン
プラント１０と補綴コンポーネント２０との間の正確な周縁シールおよび／またはインプ
ラント１０と補綴コンポーネント２０との間の正確な適合を達成することができる。
【０１３５】
　この例では、ねじとして設計される締結手段３０と、この例に示されているような補綴
コンポーネント２０は、互いにテーパ接続を示すように構成することができる。示される
例では、補綴コンポーネント２０は、この接続の雌型接続部分を備え、ねじ３０は、この
接続の雄型接続部分を備える。この例に示されているように、ねじの頭部の根尖側端部は
、接続の雄型接続部分として設計することができ、これは、例えば根尖方向にテーパ状に
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なる円錐台として設計することができる。
【０１３６】
　図５は、インプラント１０と、この上に装着され、設置されているが締結されていない
状態のアバットメントとして設計された補綴コンポーネント２０の断面の詳細を示してい
る。アバットメント２０とインプラントとの間に許容距離６０が配置される。第１のテー
パ接続４０は、インプラント１０の歯冠端部１４の外縁に配置される。この第１のテーパ
接続のアバットメント側接続部分４２は、比較的短くする方法で設計されており、アバッ
トメント２０のクランプ面４５は、インプラント１０のクランプ面４５よりも接続方向に
より短い。示される例では、アバットメント２０の接続部分４２は、例えば１ｍｍ未満の
幅であり得る薄い安定化リングとして設計され得る。アバットメント側接続部分４２の短
くなった形態は、例えば「骨レベル」インプラントに使用することができる。これにより
、例えばアバットメント２０と骨（図示せず）との間の干渉を防ぐことができる。
【０１３７】
　図６は、図５と同様に、インプラント１０と、この上に設置され、設置されているが締
結されていない状態のアバットメントとして設計された補綴コンポーネント２０の断面の
詳細を示す。アバットメント２０とインプラントとの間に許容距離６０が配置される。図
５と比較して、この第１のテーパ接続４０のアバットメント側接続部分４２は、比較的長
くする方法で設計されており、アバットメント２０のクランプ面４５は、インプラント１
０のクランプ面４５よりも接続方向により長い。２つのクランプ面４５も同様に長く設計
することができる。図５と比較して長くなったアバットメント側クランプ面４５は、接続
４０の接触面の拡大をもたらし、したがってインプラント１０と補綴コンポーネント２０
との間の接続を改善する。
【０１３８】
　図７は、インプラント１０と、その上に設置され、アバットメントとして設計された補
綴コンポーネント２０とを備え、締結手段３０によって実現された締結状態にある歯科イ
ンプラントシステムを示す。この例の示される締結状態では、許容距離６０は、設置され
ているが締結されていない状態（図示せず）と比較して縮小されており、これによりイン
プラント１０およびアバットメント２０は、２つのテーパ接続４０、５０において互いの
中にさらに押し込まれる。
【０１３９】
　さらに、アバットメント上に設置することができ、義歯として機能するクラウン８０が
図７に示されている。歯科インプラントシステムは、クラウン８０を接着するか、または
図７に示すようにセメント８１によって接着するように構成することができる。
【０１４０】
　図８は、クラウン８０と共に締結された状態の歯科インプラントシステムの別の例を示
している。この例でも、許容距離６０は、設置されているが締結されていない状態（図示
せず）と比較して縮小されている。この例においてアバットメントとして設計された補綴
コンポーネント２０は、いわゆるジャケット、したがってインプラント１０を外側から包
囲する根尖側に延びる領域を含む。示される例では、ジャケットは、第１のテーパ接続４
０のアバットメント側クランプ面４５から根尖方向にインプラントを覆うように延びてい
る。そのようなジャケットは、インプラント１０とアバットメント２０との間の隙間を正
確に規定し、キャッピングの範囲を規定するために使用することができる。
【０１４１】
　図９から図１４は、顎骨４に固定され、締結手段３０によって補綴コンポーネント２０
が締結されているインプラント１０を有する歯科インプラントシステムの例を示す。示さ
れる例では、許容距離６０のサイズは、設置されているが固定されていない状態（図示せ
ず）と比較して縮小されている。特に、これらの図には、
　インプラント１０のエノサル領域１１、したがって、顎骨４の中に沈降し、骨と共に内
側に成長するように構成されたインプラント１０の領域、
　インプラント１０の経粘膜領域１２（存在する限り）、したがって顎骨４の反対側に残
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り、軟組織（図示せず）によって囲まれるように構成されたインプラント１０の領域、
　顎骨４の骨境界１１１、ならびに
　軟組織の軟組織境界１１２（図示せず）が描かれている。
【０１４２】
　図９に示されるインプラント１０は、いわゆる「骨レベル」インプラントとして設計さ
れており、したがって、骨境界１１１において顎骨４と略同レベルで終わるように構成さ
れている。
【０１４３】
　第１のテーパ接続４０は、インプラント１０の外側に配置され、この第１のテーパ接続
４０のインプラント側接続部分４１は雄型に設計されている。第２のテーパ接続５０は、
インプラントの凹部１６内に配置され、この第２のテーパ接続５０のインプラント側接続
部分５１は雌型であり、インプラントの凹部１６の歯冠端部として設計されている。
【０１４４】
　図１０に示されるインプラント１０は、いわゆる「モノタイプ」インプラントとして設
計されており、軟組織境界１１２を大幅に超えて終わるように構成されている。示される
補綴コンポーネント２０は、例えばクラウンまたは外側スリーブとして設計することがで
きる。
【０１４５】
　第１のテーパ接続４０は、インプラント１０の外側に配置されており、この第１のテー
パ接続４０のインプラント側接続部分４１は雄型に設計されている。図１０に示されるよ
うに、この第１のテーパ接続のクランプ面４５は、比較的長く設計することができ、例え
ば軟組織レベルまで、あるいは粘膜下領域までも延びる場合もある。第２のテーパ接続５
０は、インプラントの凹部１６内に配置され、この第２のテーパ接続５０のインプラント
側接続部分５１は雌型であり、インプラントの凹部１６の歯冠端部として設計されている
。
【０１４６】
　図１１に示されるインプラント１０は、いわゆる「組織レベル」インプラントとして設
計されており、したがって軟組織境界１１２で軟組織と略同レベルで終わるように構成さ
れている。
【０１４７】
　第１のテーパ接続４０は、インプラント１０の外側に配置されており、この第１のテー
パ接続４０のインプラント側接続部分は雄型に設計されている。図１１に示されるように
、この第１のテーパ接続４０のクランプ面４５は、比較的短く設計することができ、歯冠
インプラント端部１４の面取りの形態で存在することができる。面取りの高さ、したがっ
てインプラント軸１９への面取りの投影長は、最大で１ｍｍであり得る。インプラント１
０の雄型接続部分は、例えば平坦な支持肩部１８によって図１１に示されるように、エノ
サル部分に対して距離を置くことができる。図示される断面の支持肩部１８は、インプラ
ント軸１９に平行な２つの縁部として表されており、例えば本質的に円柱として設計する
ことができる。例えば、「組織レベルのインプラント」に関する距離のために、外側のテ
ーパ接続の利点を利用することができ、それと同時に補綴コンポーネント２０が骨４に対
して生物学的に適切な距離のところで終わることを保証することができる。
【０１４８】
　第２のテーパ接続５０は、インプラントの凹部１６内に配置され、この第２のテーパ接
続５０のインプラント側接続部分５１は雌型であり、インプラントの凹部１６の歯冠端部
として設計されている。示される例に示されるように、インプラントの凹部１６の歯冠端
部に配置された雌型の第２のテーパ接続５０のクランプ面４５は、外側に配置されている
雄型の第１のテーパ接続４０のクランプ面４５よりも接続方向に長く設計することができ
る。
【０１４９】
　図１２に示されているインプラント１０は、いわゆる「組織レベル」インプラントとし
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て設計されており、したがって歯茎と略同じ高さで終わるように構成されている。図１２
に示される例に関して、インプラント１０の経粘膜領域１１は、エノサル領域１２と比較
して広くなっており、このような形状は「チューリップ」とも呼ばれる。図１２に示され
る例のテーパ接続４０は、図１１に示される例のものと類似している。この例にも示され
ているように、組織の「レベルインプラント」に関して、外側のクランプ面４５は顎骨４
に対して距離を置くことができる。
【０１５０】
　図１３に示されるインプラント１０は、肩部のところで顎骨４と本質的に同じ高さで終
わるように構成されている。肩部から下がったところでインプラント１０の突出部１７が
形成され、これは粘膜領域に突出するように構成される。示される突出部１７は、「外部
接続」のための「外部ヘッド」としても示されている。
【０１５１】
　歯科インプラントシステムは、２つのテーパ接続４０、５０を備えることができ、その
インプラント側接続部分４１、５１は両方とも雄型に設計される。この例が図１３に示さ
れており、第２のテーパ接続５０は、インプラント１０の歯冠端部１４を形成する突出部
１７の歯冠端部に配置されている。第１のテーパ接続４０は、（インプラント軸１９から
見て）遠位側にあるインプラント１０の表面に配置される。示される例では、遠位側表面
のこの部分は、インプラント１０の植え込み後、おおよそ骨境界１１１の高さに配置され
る。示される２つのテーパ接続４０、５０のインプラント側接続部分４１、５１は雄型に
設計されており、それぞれが補綴コンポーネント２０の雌型の逆の部分４２、５２によっ
て受け入れられるように構成されている。
【０１５２】
　示される例では、さらに、インプラント側（インプラントに関して）に例えば雌型で設
計することができる、第３のテーパ接続（図示せず）をインプラントの凹部１６の内部に
配置する場合もある。一般に、２つ以上、特に３つ以上、特に４つ以上のテーパ接続をイ
ンプラント１０と補綴コンポーネント２０との間に配置することができる。
【０１５３】
　歯科インプラントシステムは、２つのテーパ接続４０、５０を備えることができ、その
うちの一方は他方の歯冠側に配置される。図１３は、そのような例を示しており、植え込
まれた状態の第１のテーパ接続４０は、本質的に顎骨４の高さに配置され、第２のテーパ
接続５０は、粘膜領域に突出する突出部１７の歯冠端部に配置される。
【０１５４】
　図１４に示されるインプラント１０は、図９の例と同様に、「組織レベル」インプラン
トとして設計されている。第１のテーパ接続４０は、インプラント１０の歯冠端部１４の
外側に配置され、インプラント側に雄型に設計されている。第２のテーパ接続５０は、イ
ンプラントの凹部１６内の内側に配置され、インプラント側に雌型に設計されている。図
９の例とは対照的に、それぞれの接続方向におけるクランプ面４５の長さは、示される例
では本質的に等しい。
【０１５５】
　図１５は、図１～図１４の「上からの」図に対応する歯冠側から見たインプラントの例
を示す。インプラント１０の歯冠面１４は、第１のテーパ接続用の接続部分４１のクラン
プ面４５によって外側において境界が定められ、第２のテーパ接続用の接続部分５１のク
ランプ面４５により内側から境界が定められる。
【０１５６】
　示される例では、外側の第１のテーパ接続４０のインプラント側クランプ面４５は、円
錐台として設計されている。第２のテーパ接続５０のクランプ面４５は、インプラントの
凹部１６の中に配置され、構造要素７０を有する円錐台として設計されている。
【０１５７】
　構造要素７０は、補綴コンポーネントをインプラント１０の上に、またはそこに対して
設置するおよび／または締結するための方向付け補助具、位置決め補助具および／または
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ねじれ（回転）保護部として機能することができる幾何学的に特異な部分である。
【０１５８】
　一実施形態では、インプラント１０は構造要素７０を備えることができ、補綴コンポー
ネントはこれらと適合する構造要素７０を備えることができる。例えば、インプラント１
０はノッチ７１を備えることができ、補綴コンポーネント２０はこれらと一致する溝（図
示せず）を備えることができる。当然のことながら、ノッチと溝は外側に丸くまたは混合
して配置することもできる。インプラント１０の構造要素７０および補綴コンポーネント
２０の構造要素７０は、互いに適合させることができ、特に少なくともある程度他方の逆
の形状として設計することができる。
【０１５９】
　示される例では、構造要素７０は、第２のテーパ接続のインプラント側接続部分５１の
クランプ面４５の凹部によって、したがってノッチ７１によって形成される。全体として
、４つのそのような構造要素７０が、示される断面図に表されており、これらは、例に示
されるように回転対称に配置され、互いに９０°ずらされている。
【０１６０】
　構造要素７０は、例えば、箱状の幾何学形状を有することができ、よって１つまたは複
数の方向にテーパ状になることが可能であり、インプラント１０または補綴コンポーネン
ト２０の急勾配のクランプ面４５および／または他の部分である直方体の一区画として局
所的に設計することができる。図１５に示される構造要素７０は、クランプ面４５を有す
る直方体の一区画として設計されており、したがって、表される断面において長方形とし
て現れており、それに関して、クランプ面４５の湾曲に従って側面の１つが弓形である。
他の側面を弓形にすることもできる。
【０１６１】
　構造要素７０は、テーパ接続のクランプ面４５に少なくとも部分的に配置することがで
きるが、クランプ面４５の歯冠側および／または根尖側に配置することもでき、さらには
クランプ面まで距離を置いて配置することもできる。
【０１６２】
　図１６は、図１５と同様に歯冠側から見たインプラント１０の例を示している。しかし
ながら、図１５の例とは対照的に、構造要素７０は根尖方向にテーパ状になっている。示
される断面に垂直な断面では、構造要素７０は、例えば台形の形状を有することができる
。
【０１６３】
　構造要素７０のテーパは、例えば、８°または８°未満（インプラント軸１９に対して
）にすることができ、その部分に関してもさらにクランプ面４５として機能することがで
き、これを利用してインプラント１０と補綴コンポーネント２０との間のクランプ面の全
体の表面を拡大することができる。
【０１６４】
　図１７は、ノッチ７１として設計された箱状の構造要素７０の５つの例を示している。
ノッチ７１は、インプラント１０内および／または補綴コンポーネント２０内、例えばク
ランプ面内に配置することができる。
【０１６５】
　図１７ａは、急勾配のクランプ面を有する直方体の一区画として設計された構造要素７
０を示しており、これに関して、急勾配のクランプ面の形状に対応する前縁は、垂直から
数度だけ異なる場合がある。
【０１６６】
　図１７ｂは、幅がテーパ状になっており、急勾配のクランプ面を有する直方体の一区画
として設計された構造要素７０を示す。テーパ状になることにより、急勾配のクランプ面
がさらにまた生じる可能性がある。
【０１６７】
　図１７ｃは、幅と深さがテーパ状になり、急勾配のクランプ面を有する直方体の一区画
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として設計された構造要素を示す。したがって、構造要素は２つの異なる次元においてテ
ーパ状になる。示される例では、これにより３つの急勾配のクランプ面が生じる。
【０１６８】
　図１７ｄは、１つの壁においてテーパ状になっている直方体の一区画として構造要素７
０を示している。示される例では、これは右の壁である。
【０１６９】
　図１７ｅは、直方体の一区画として構造要素７０を示しており、前記直方体は２つの異
なる寸法でテーパ状になっている。示される例では、右の壁ならびに後方の壁がテーパ状
になる。
【０１７０】
　例えば、図１７ａから図１７ｅに示されるような箱状の構造要素７０に関して、１つま
たは複数のまっすぐな縁部を半円形のアーチまたは他の形状として設計することができる
。
【０１７１】
　図１８は、インプラント１０の斜視図の詳細を示している。歯冠端部１４にあるインプ
ラント１０は、締結手段凹部３１を有するインプラントの凹部１６を含んでいる。インプ
ラントの凹部１６の内壁の歯冠端部は、テーパ接続用の雌型接続部分５１のクランプ面４
５として設計されている。クランプ面４５は、箱状のノッチ７１の形態の４つの構造要素
７０を有する円錐台として設計されている。４つのノッチ７１は、互いに対して９０°ず
らされてクランプ面４５に配置されている。
【０１７２】
　図１９は、インプラント１０および補綴コンポーネント２０の断面の詳細を示しており
、この断面は、歯冠－根尖方向を含む。図の左側で認識することができるように、外側の
インプラント１０は雄型接続部分４１のクランプ面４５を含んでいる。図の右側で、内側
のインプラント１０が雄型接続部分４１のクランプ面４５を備えることを認識することが
できる。
【０１７３】
　インプラントの内側の雌型接続部分５１のクランプ面４５は、ノッチ７１として設計さ
れ、クランプ面４５の根尖側端部に形成された構造要素７０を備える。補綴コンポーネン
ト２０の対応する雄型接続部分４１は、溝７２の形態で、これに対応する方法で配置およ
び設計された構造要素を備える。溝７２は、本質的にノッチ７１の逆のものとして設計さ
れており、ノッチ７１と一緒にポジティブフィットを一般的に示すように構成されている
。示される例では、示される２つの構造要素７０は、それぞれ１つのステップとして設計
されている。
【０１７４】
　示される例は、インプラント１０と補綴コンポーネント２０との間に２つの許容領域を
含む。第１の許容領域は、インプラント１０の歯冠端部１４の歯冠側に配置され、示され
る２つのテーパ接続４０、５０に隣接している。第２の許容領域は、示される２つの構造
要素７０の根尖側端部にある第２の内側接続５０の根尖側端部に配置されている。締結中
に、示される２つの許容領域６０により、補綴コンポーネント２０をインプラント１０に
さらに押し込むことができ、特に、それぞれの接続４０、５０におけるそれぞれの隙間を
縮小する、特に最小化することができる。
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